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第
四
回
市
議
会
定
例
会
は
、

十
一
月
三
十
日
か
ら
十
二
月
十

五
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
初
日
に
人
事

案
件
、
並
び
に
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
負
担
軽
減
事

業
に
係
る
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
六
議
案
を
先
議
。
ま
た
、

初
日
に
上
程
さ
れ
た
予
算
関
係

五
議
案
、
大
垣
市
柿
の
木
荘
設

置
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
条
例

関
係
六
議
案
、
決
算
認
定
一
議

案
、
そ
の
他
五
十
四
議
案
の
計

六
十
六
議
案
と
、
最
終
日
に
議

員
提
出
議
案
と
し
て
出
さ
れ
た

意
見
書
二
議
案
の
合
計
六
十
八

議
案
を
審
議
し
、
総
計
七
十
四

議
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お

り
可
決
、
閉
会
し
ま
し
た
。

○
予
算
関
係

 
一
般
会
計
補
正
予
算 

　

総
務
費
の
総
務
管
理
費
で

は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら

開
設
す
る
消
費
生
活
相
談
室
の

設
置
事
業
費
二
百
万
円
、
奥
の

細
道
む
す
び
の
地
周
辺
整
備
に

係
る
設
計
委
託
等
の
事
業
費
六

千
五
百
万
円
、
情
報
工
房
の
映

像
機
器
整
備
事
業
費
一
千
二
百

万
円
等
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
。
戸

籍
住
民
基
本
台
帳
費
で
は
、
平

成
二
十
二
年
四
月
か
ら
パ
ス

ポ
ー
ト
の
申
請
・
受
給
窓
口
を

開
設
す
る
た
め
、
事
業
費
四
百

万
円
を
計
上
。

　

民
生
費
の
社
会
福
祉
費
で

は
、
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付

に
つ
い
て
、
利
用
者
及
び
利
用

日
数
の
増
加
等
に
伴
い
、
介
護

等
給
付
費
な
ど
一
億
五
千
万
円

を
増
額
。
ま
た
、
国
の
補
助
を

受
け
、
在
宅
障
が
い
者
の
就
労

拡
大
を
図
る
た
め
、
情
報
通
信

技
術
活
用
型
障
害
者
就
労
拡
大

推
進
事
業
費
二
千
二
百
万
円
を

計
上
。
児
童
福
祉
費
で
は
、
市

内
の
保
育
所
に
加
湿
機
能
付
き

空
気
清
浄
機
を
整
備
す
る
た

め
、
事
業
費
一
千
六
百
九
十
万

円
を
計
上
。

　

衛
生
費
の
保
健
衛
生
費
で

は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
優
先
接
種
対
象
者
に

対
し
て
、
国
の
補
助
事
業
と
し

て
生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
接
種
費
用
を
、
市

の
単
独
事
業
と
し
て
妊
婦
と
一

歳
か
ら
中
学
校
三
年
生
ま
で
の

接
種
費
用
を
全
額
負
担
す
る
た

め
、
事
業
費
九
千
五
百
八
十
万

円
を
計
上
。
清
掃
費
で
は
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て

い
る
生
ご
み
処
理
機
を
更
新
す

る
た
め
、
事
業
費
一
千
五
百
二

十
万
円
を
計
上
。

　

商
工
費
で
は
、中
小
企
業
の

融
資
借
入
件
数
の
増
加
に
伴
い
、

中
小
企
業
融
資
金
利
子
補
給
金

な
ど
一
千
四
百
万
円
を
増
額
。

　

土
木
費
の
河
川
水
路
費
で

は
、
木
戸
排
水
機
場
ポ
ン
プ
の

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
に
五
千
万
円

を
計
上
。

　

教
育
費
で
は
、
公
立
幼
稚
園

及
び
留
守
家
庭
児
童
教
室
に
加

湿
機
能
付
き
空
気
清
浄
機
を
整

備
す
る
た
め
、
幼
稚
園
費
及
び

社
会
教
育
費
合
わ
せ
て
七
百
万

円
を
計
上
し
、
社
会
教
育
費
で

は
、
留
守
家
庭
児
童
教
室
へ
の

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ

ビ
の
購
入
費
三
百
二
十
万
円
を

計
上
。

　

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
職
員

の
給
与
改
定
及
び
職
員
数
の
減

等
に
伴
い
、
二
億
三
千
八
百
万

円
を
減
額
。

　

七
月
に
補
正
し
た
地
域
活
性

化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
に
係
る
お
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
等
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
設

置
事
業
等
に
お
い
て
契
約
に
よ

る
差
金
が
発
生
し
た
の
で
各
事

業
費
を
減
額
す
る
と
と
も
に
、

木
戸
排
水
機
場
ポ
ン
プ
の
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
等
六
事
業
に
一
億

二
百
万
円
を
計
上
。

 
特
別
会
計
補
正
予
算 

　

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
に

つ
い
て
は
、
一
般
被
保
険
者
高

額
療
養
費
一
億
四
百
万
円
を
増

額
し
、
介
護
保
険
事
業
会
計
及

び
公
共
下
水
道
事
業
会
計
に
つ

い
て
は
、
職
員
の
給
与
改
定
及

び
職
員
数
の
減
等
に
伴
い
、
人

件
費
を
減
額
。

 
企
業
会
計
補
正
予
算 

　

病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て

は
、
多
目
的
血
管
撮
影
装
置
の

更
新
に
二
億
円
を
計
上
。

　
○
条
例
関
係

◇
大
垣
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

◇
大
垣
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
、
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◇
大
垣
市
に
常
時
勤
務
を
要
す

る
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◇
大
垣
市
議
会
の
議
員
そ
の
他

非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

◇
大
垣
市
柿
の
木
荘
設
置
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◇
大
垣
市
駐
車
場
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

◇
大
垣
市
非
常
勤
消
防
団
員
等

損
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

◇
大
垣
市
立
障
害
者
小
規
模
授

産
所
設
置
条
例
の
廃
止
に
つ

い
て

◇
大
垣
市
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
設
置
条
例
の
廃
止
に
つ
い

て
○
決
算
認
定

平
成
二
十
年
度
大
垣
市
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
決
算
を
認

定
。

○
人
事
案
件

大
垣
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
に
、
堤　

俊
彦
氏
（
再
任
、

十
六
町
）
を
選
任
。
人
権
擁
護

委
員
に
、
古
田
忠
幸
氏
（
再
任
、

上
石
津
町
牧
田
）、伊
藤
富
士
子

氏
（
再
任
、
上
石
津
町
下
山
）

の
推
薦
に
同
意
。

○
そ
の
他

◇
委
託
協
定
の
変
更
に
つ
い
て

◇
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
（
五
十
件
）

◇
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

◇
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て 

�

雪の芭蕉ダルマ 

大垣市民の誓い
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第
四
回
市
議
会
定
例
会

十
一
月
三
十
日　

本
会
議

　
　
　
　
　
（
提
案
説
明
）

　
　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　
　

企
画
総
務
委
員
会

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

十
二
月
七
日　

本
会
議

　
　
　
　
　
（
一
般
質
問
）

　
　

九
日　

決
算
委
員
会

　
　

十
日　

子
育
て
支
援
日
本

一
対
策
委
員
会

　
　
　
　
　

市
民
病
院
に
関
す

る
委
員
会

　

十
一
日　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　
　
　

経
済
産
業
委
員
会

　

十
四
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　
　

企
画
総
務
委
員
会

　

十
五
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

本
会
議
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○
一
般
会
計
補
正
予
算　

九
百
九
十
万
円

○
特
別
会
計
補
正
予
算　

五
千
七
百
三
十
万
円

○
企
業
会
計
補
正
予
算　

二
億
円

●
総　
　
　
　
　
　

計　

二
億
六
千
七
百
二
十
万
円

第
四
回
市
議
会

第
四
回
市
議
会

定

例

会

日

程

定

例

会

日

程

◇
予
算
関
係　

六
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◇
人
事
案
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二
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◇
条
例
関
係　

九
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◇
意
見
書　　
　

二
件

◇
決
算
認
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一
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◇
そ
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五
十
四
件
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質
問　

国
で
行
わ
れ
た
事
業
仕

分
け
を
受
け
、
平
成
二
十
二
年

度
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
る
の
か
追
跡
調
査
を
し
、

結
果
を
分
析
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
の
結
果
を
本
市
で
も
自

己
評
価
し
次
年
度
に
つ
な
げ
た

い
。

　

ま
た
、
議
員
と
し
て
決
算
に

お
け
る
事
業
仕
分
け
を
公
開
で

行
い
、
税
金
の
使
い
道
を
今
一

度
点
検
し
て
み
る
こ
と
を
提
案

す
る
。

答
弁　

国
に
お
け
る
事
業
仕
分

け
に
つ
い
て
は
、
約
四
百
五
十

事
業
を
対
象
に
予
算
の
無
駄
削

減
に
向
け
て
、
行
政
刷
新
会
議

に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
仕
分
け
に
よ
る
本

市
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
国
の
来
年
度
予
算
編
成
が

作
業
中
で
あ
り
、
詳
細
が
不
明

で
あ
る
の
で
、
ど
の
程
度
の
影

響
が
あ
る
の
か
現
時
点
で
の
把

握
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
今

後
、
国
・
県
・
関
係
機
関
等
か
ら

の
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も

に
、分
析
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
事
業
仕
分

け
に
お
け
る
見
直
し
の
ほ
か
、

暫
定
税
率
の
廃
止
や
子
ど
も
手

当
の
地
方
負
担
な
ど
も
、現
在
、

議
論
さ
れ
て
お
り
、
地
方
財
政

に
か
な
り
の
影
響
が
出
る
の
で

事
業
仕
分
け
の
活
用
に
つ

い
て

は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

　

来
年
度
か
ら
様
々
な
事
業
や

制
度
の
見
直
し
が
予
測
さ
れ
る

の
で
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
円
滑
な
行
政
運
営
に
努

め
て
い
き
た
い
。

 
質
問　

最
近
で
は
、
地
方
の
こ

と
は
地
方
で
決
め
実
行
す
る
地

方
分
権
主
義
が
声
高
に
言
わ
れ

て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
計
画
が

策
定
さ
れ
、
市
民
と
の
協
働
を

唱
え
る
が
、
ま
ず
市
民
と
さ
ま

ざ
ま
な
組
織
・
市
長
・
議
会
と

の
権
利
義
務
、
役
割
等
の
内
容

を
は
っ
き
り
と
規
定
し
契
約
す

る
自
治
基
本
条
例
を
制
定
す
べ

き
と
提
案
す
る
。

答
弁　

地
方
分
権
改
革
推
進
法

に
よ
り
地
方
分
権
が
一
層
進
展

し
つ
つ
あ
り
、
地
方
自
治
体
の

役
割
と
責
任
が
一
層
増
大
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

市
民
参
加
に
よ
る
特
色
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
自
治
体
の
最

高
規
範
と
し
て
、
自
治
の
基
本

理
念
を
は
じ
め
自
治
運
営
の
原

則
、
市
政
を
進
め
て
い
く
上
で

市
民
・
議
会
・
行
政
の
役
割
や

責
務
、
住
民
投
票
等
に
よ
る
市

政
へ
の
参
画
や
、
市
民
と
の
協

働
の
仕
組
み
な
ど
を
示
す
ま
ち

大
垣
市
自
治
基
本
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

づ
く
り
条
例
や
行
政
基
本
条
例

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
自
治

基
本
条
例
を
定
め
る
自
治
体
も

あ
る
。

　

本
市
で
は
、
市
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
積

極
的
な
情
報
公
開
は
も
と
よ

り
、
各
種
委
員
会
へ
の
市
民
委

員
の
参
加
を
は
じ
め
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
、
さ
ら
に

は
ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
団
体

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
対
象

と
し
た
か
が
や
き
ラ
イ
フ
ト
ー

ク
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。
ま

た
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
育

成
支
援
条
例
を
は
じ
め
環
境
基

本
条
例
や
安
全
安
心
ま
ち
づ
く

り
条
例
な
ど
個
々
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
に
お
い
て
も
、
市
民
や

行
政
の
責
務
や
役
割
な
ど
を
定

め
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
た
。

　

本
市
に
お
け
る
自
治
基
本
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、市
民
と

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
の
一
つ
の
手
法
で
あ

る
と
思
う
の
で
、今
後
も
調
査

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

  
質
問　

改
正
貸
金
業
法
の
完
全

施
行
に
よ
る
規
制
強
化
や
景
気

かがやきライフトーク平
成
二
十
二
年
度
か
ら
常

設
さ
れ
る
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
つ
い
て

の
二
番
底
な
ど
、
多
重
債
務
問

題
の
一
層
の
深
刻
化
が
懸
念
さ

れ
る
今
、
消
費
生
活
相
談
窓
口

に
は
、
市
民
相
談
の
総
合
窓
口

の
機
能
が
必
要
で
あ
る
。ま
た
、

専
門
相
談
員
に
は
、
問
題
解
決

の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

役
が
期
待
さ
れ
る
。
本
市
に
常

設
予
定
の
消
費
者
生
活
相
談
窓

口
の
詳
細
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答
弁　

近
年
の
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
に
伴
い
、
市
民
の
皆
様

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
消
費
生
活
相

談
の
内
容
は
複
雑
・
多
様
化
し

て
き
て
お
り
、
振
り
込
め
詐
欺

や
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法

な
ど
の
被
害
は
深
刻
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
消
費

者
被
害
の
早
期
救
済
・
拡
大
防

止
な
ど
、
市
民
の
皆
様
の
一
番

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
市
の

役
割
は
一
層
重
要
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
消
費
生
活
相
談
窓
口

の
機
能
強
化
・
充
実
が
求
め
ら

れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

市
で
は
、
毎
週
水
曜
日
の
午

後
に
相
談
員
を
配
置
し
、
消
費

生
活
相
談
を
実
施
し
て
い
る

が
、
消
費
者
庁
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
機
関
と
密
接
な
連
携
協

力
を
図
り
、
多
様
化
す
る
消
費

者
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
消

費
生
活
相
談
室
を
平
成
二
十
二

年
四
月
に
開
設
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

相
談
室
に
は
実
務
研
修
を
受

け
た
専
門
の
知
識
や
実
務
能
力

を
持
っ
た
嘱
託
の
専
門
相
談
員

な
ど
を
配
置
し
、
市
民
か
ら
の

消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情
や
相

談
へ
の
助
言
を
行
う
と
と
も

に
、
内
容
に
よ
っ
て
は
事
業
者

と
の
交
渉
を
行
い
、
問
題
の
解

決
に
努
め
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
と
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
と
を
結
ぶ
情
報
共
有
端
末

（ 
Ｐ  
Ｉ 
Ｏ－

 
Ｎ  
Ｅ  
Ｔ 
）
を
設
置

パ 

イ 

オ 

ネ 

ッ 

ト

し
て
情
報
の
共
有
化
を
図
る
と

と
も
に
、
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を

接
続
し
、
市
民
の
皆
様
が
利
用

し
や
す
い
相
談
窓
口
に
し
て
い

く
。

　

相
談
時
間
は
、
祝
日
を
除
く

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
九
時
か

ら
十
七
時
ま
で
を
予
定
し
て
お

り
、
相
談
室
の
設
置
場
所
に
つ

い
て
は
市
役
所
庁
舎
内
で
現
在

調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
相
談
員
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
努
め
、
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

  
質
問　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
本
当
に

困
っ
て
い
る
人
は
だ
れ
か
と
い

う
視
点
で
制
度
の
見
直
し
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
高

齢
者
の
み
な
ら
ず
子
ど
も
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
を
組
み
入
れ
た
施
設
の
増
設

や
、
さ
ら
に
志
あ
る
民
間
法
人

の
基
盤
整
備
等
に
対
し
て
積
極

的
に
支
援
を
要
請
す
る
。

答
弁　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、

愛
の
一
声
運
動
事
業
や
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
の
安
否
を

現在の市民相談室地
域
包
括
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
つ
い
て

確
認
す
る
事
業
の
ほ
か
、
生
活

環
境
料
金
助
成
事
業
や
福
祉
用

具
給
付
事
業
な
ど
経
済
的
な
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
事

業
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
だ
け
で
な

く
、
高
齢
者
世
帯
も
含
め
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ

う
、
世
帯
の
収
入
状
況
な
ど
も

考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

多
世
代
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
多

世
代
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
実
現
に

つ
い
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
サ
ー
ビ

ス
の
拠
点
と
し
て
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
九
年
度
に
国
か

ら
大
垣
市
地
域
密
着
型
福
祉

サ
ー
ビ
ス
特
区
の
認
定
を
受
け
、

共
生
社
会
の
実
現
を
理
念
に
、

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所
に
お
い
て
障
が
い
者
や
障

が
い
児
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
後
、
短
期
入
所
施

設
な
ど
に
も
拡
大
し
、
福
祉
環

境
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。
現
在

ま
で
に
利
用
さ
れ
た
方
は
限
ら

れ
て
い
る
が
、
年
齢
に
か
か
わ
ら

ず
、
介
護
が
必
要
な
方
々
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
世
代
を
超

え
て
広
く
交
流
し
な
が
ら
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
大

変
重
要
で
あ
る
。

　

今
後
、
よ
り
多
く
の
方
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
潜
在

的
な
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
情
報
提

供
に
努
め
て
い
き
た
い
。

 
質
問　

新
政
権
の
戸
別
所
得
補

償
政
策
は
農
家
を
大
小
区
別
せ

ず
、該
当
す
る
農
作
物
を
生
産
・

販
売
す
る
全
農
家
が
対
象
で
あ

る
が
、
労
働
費
を
八
十
％
し
か

認
め
ず
、
転
作
助
成
は
麦
・
大

豆
で
全
国
一
律
三
万
五
千
円
と

大
垣
の
農
業
に
つ
い
て

な
り
、
今
ま
で
の
助
成
水
準
を

下
回
る
も
の
で
、
増
産
意
欲
の

向
上
に
つ
な
が
ら
な
い
。
今
後

の
大
垣
の
農
業
に
つ
い
て
の
見

通
し
は
。

答
弁　

米
の
戸
別
所
得
補
償
政

策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
集

落
営
農
組
織
や
認
定
農
業
者
に

限
定
し
水
田
経
営
所
得
安
定
対

策
と
し
て
補
填
さ
れ
て
い
た
も

の
が
、
個
々
の
農
家
へ
の
一
律

単
価
で
の
交
付
と
な
る
こ
と
か

ら
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
が

進
み
に
く
く
な
る
と
思
わ
れ

る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
集
落
営
農
組
織
等
が
将
来

の
農
業
を
支
え
る
担
い
手
と
な

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
生

産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
農

地
集
積
に
努
め
る
。

　

農
地
の
改
良
に
つ
い
て
は
、

本
市
は
、
農
業
の
生
産
性
を
目

的
に
い
ち
早
く
昭
和
二
十
七
年

か
ら
土
地
改
良
事
業
に
着
手

し
、
農
業
振
興
を
図
っ
て
き
た

た
め
、
用
排
水
路
兼
用
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
地
域
ぐ
る
み
で

水
利
調
整
を
行
い
、
野
菜
の
生

産
を
推
進
し
て
い
る
。

　

県
の
予
算
編
成
に
お
け
る
事

業
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
集
落

営
農
組
織
等
の
機
械
・
施
設
の

整
備
が
難
し
く
な
る
と
思
わ
れ

る
が
、
引
き
続
き
要
望
を
し
て

い
き
た
い
。

②

米の収穫

一一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

十
二
月
七
日
に
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
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質
問　

水
田
農
業
の
重
要
性
を

認
識
し
た
上
で
、
担
い
手
育
成

と
農
地
の
集
約
化
、
担
い
手
の

要
望
を
聞
く
体
制
づ
く
り
、
ぎ

ふ
ク
リ
ー
ン
農
業
へ
の
取
り
組

み
の
強
化
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

　

ま
た
、
新
ハ
ツ
シ
モ
と
野
菜

の
消
費
拡
大
に
つ
い
て
、
市
イ

ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
や
学
校
給
食

等
で
の
活
用
の
ほ
か
、
種
子
更

新
助
成
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

答
弁　

本
市
は
耕
地
面
積
の
約

九
割
が
水
田
で
、
水
稲
を
中
心

と
し
た
小
規
模
な
兼
業
農
家
が

大
多
数
で
あ
り
、
農
業
経
営
基

盤
の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基

本
的
な
構
想
に
お
い
て
、
担
い

手
の
育
成
、農
地
の
集
積
、環
境

保
全
型
農
業
の
推
進
、
地
産
地

消
の
推
進
、
食
農
教
育
の
推
進

の
五
つ
を
重
点
目
標
に
掲
げ
て

農
業
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。

　

水
田
農
業
の
担
い
手
と
し
て

は
、
平
成
二
十
一
年
度
現
在
、

七
十
七
経
営
体
で
千
四
十
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
約
三
十
五
％
が
集

積
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
担
い

手
の
ほ
か
、
県
・
市
・
農
協
等

が
一
堂
に
会
し
、
本
市
農
業
の

推
進
に
つ
い
て
定
期
的
に
情
報

提
供
や
意
見
交
換
会
に
努
め
て

い
る
が
、
さ
ら
に
内
容
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

　

ぎ
ふ
ク
リ
ー
ン
農
業
と
し
て

は
、
れ
ん
げ
ハ
ツ
シ
モ
七
百
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ナ
シ
二
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
は
じ
め
、
約
九
百
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
登
録
さ
れ
、
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
と
し
て
は
、
上
石

津
の
時
地
区
で
付
加
価
値
の
あ

る
米
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る

の
で
、
今
後
も
拡
大
に
努
め
て

大
垣
市
水
田
農
業
構
想
に

つ
い
て

い
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
農
産
物

の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、「
大
垣
そ

だ
ち
農
産
物
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発

行
す
る
な
ど
普
及
に
努
め
て
い

る
が
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連

携
し
、
Ｐ
Ｒ
の
充
実
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　

新
ハ
ツ
シ
モ
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
二
年
産
か
ら
は
県
下

一
斉
に
種
子
更
新
が
行
わ
れ
、

新
ハ
ツ
シ
モ
に
切
り
か
わ
る
の

で
、
学
校
給
食
に
お
い
て
も
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る

消
費
拡
大
に
努
め
て
い
く
。

 
質
問　

人
口
減
少
と
高
齢
化
が

進
む
上
石
津
地
域
や
青
墓
地
区

の
中
山
間
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
自
然
環
境
を
大
切
に

保
全
し
な
が
ら
、
里
地
里
山
で

の
自
然
体
験
や
観
光
資
源
を
活

用
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推

進
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

国
で
は
、
平
成
二
十
年

四
月
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

法
を
施
行
し
、
人
と
自
然
、
人

と
人
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻

し
、
生
物
多
様
性
を
保
全
し
な

が
ら
元
気
な
社
会
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

目
指
す
方
向
性
を
示
さ
れ
た
。

　

本
市
で
は
、上
石
津
地
域
に
、

多
良
峡
を
初
め
牧
田
川
、
烏
帽

子
岳
な
ど
、
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
里
山
地
域
が
あ
り
、多

良
峡
で
は
日
本
一
の
も
み
じ
の

名
所
に
す
る
植
樹
活
動
を
、
烏

帽
子
岳
で
は
里
山
体
験
の
拠
点

と
す
る
た
め
、登
山
道
・
細
野

ル
ー
ト
及
び
林
間
広
場
の
整
備

を
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
進

め
、地
域
振
興
に
努
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
上
石
津
地
域
の
自

然
を
活
か
し
た
体
験
と
し
て
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

に
つ
い
て

か
み
い
し
づ
里
山
大
学
の
開
催

を
は
じ
め
、
林
業
体
験
で
あ
る

炭
焼
き
体
験
や
椎
茸
づ
く
り
体

験
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
都
市
の
人
を
含
め
た
交
流

を
促
進
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、観
光
客
の
誘
客
に
つ

な
が
る
よ
う
、こ
れ
ら
の
事
業
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、さ
ら

な
る
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

  
質
問　

高
齢
者
医
療
制
度
が
見

直
し
の
方
向
に
向
か
っ
て
い

る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
保
険
料

が
急
増
し
な
い
た
め
の
施
策
も

提
示
さ
れ
る
中
、
市
内
の
公
園

に
簡
易
で
安
全
な
シ
ニ
ア
向
け

健
康
遊
具
の
設
置
に
積
極
的
な

支
援
を
要
望
す
る
。
運
動
時
に

負
荷
を
少
し
加
え
て
足
腰
の
筋

力
強
化
を
図
る
な
ど
、
介
護
予

防
に
つ
な
げ
る
成
果
を
上
げ
て

い
た
だ
き
た
い
。

答
弁　

本
市
で
は
、「
高
齢
者
に

や
さ
し
い
ま
ち
大
垣
」
を
基
本

方
針
と
し
、
健
康
で
生
き
が
い

を
持
っ
て
高
齢
期
を
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
、
健
康
維
持
事
業

や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
活
動
の

推
進
な
ど
、
健
康
・
体
力
づ
く

り
を
支
援
す
る
た
め
の
介
護
予

防
対
策
や
環
境
整
備
な
ど
の
施

烏帽子岳高
齢
者
等
の
体
力
づ
く
り

支
援
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

体
力
づ
く
り
設
備
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
の

進
行
に
伴
い
、
公
園
の
利
用
形

態
に
お
い
て
も
、
従
来
の
子
ど

も
の
遊
び
場
と
い
う
役
割
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
憩
い

集
え
る
場
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
現
在
、

浅
中
公
園
や
楽
田
ふ
れ
あ
い
公

園
を
は
じ
め
一
部
の
公
園
で
、

背
伸
ば
し
ベ
ン
チ
や
お
腹
ひ
ね

り
な
ど
の
健
康
遊
具
を
設
置

し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の
方

が
楽
し
み
な
が
ら
健
康
保
持
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
新
設
公
園
や
改
修
時

に
お
い
て
も
、
公
園
利
用
者
の

多
様
化
に
対
応
し
て
、さ
ま
ざ
ま

な
世
代
が
健
康
を
維
持
し
、さ
ら

に
は
健
康
増
進
を
図
れ
る
施
設

整
備
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

  
質
問　

本
市
の
環
境
施
策
の
柱

の
一
つ
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
お
尋

ね
す
る
。
岐
阜
県
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
モ
デ
ル

事
業
の
第
一
番
に
「
木
質
ペ

レ
ッ
ト
に
よ
る
空
調
ボ
イ

ラ
ー
」
の
導
入
が
挙
げ
ら
れ
、

健康遊具（楽田ふれあい公園）エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

に
つ
い
て

昨
年
、
メ
ー
カ
ー
が
開
発
に
成

功
し
た
。
本
市
で
も
導
入
を
検

討
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

本
市
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
住
環
境
、
食
料
の
三
つ

の
地
産
地
消
を
柱
と
し
た
持
続

可
能
な
低
炭
素
社
会
の
構
築
を

目
指
す
中
、
今
年
度
か
ら
住
宅

用
太
陽
光
発
電
に
着
目
し
、
発

電
さ
れ
た
電
力
の
う
ち
自
家
消

費
電
力
の
環
境
価
値
を
グ
リ
ー

ン
電
力
証
書
化
し
て
、
地
元
企

業
な
ど
に
購
入
し
て
い
た
だ
く

大
垣
市
グ
リ
ー
ン
電
力
活
用
推

進
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
上
石
津
地
域
の
森
林

資
源
を
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、

間
伐
材
を
木
質
ペ
レ
ッ
ト
化

し
、
市
内
九
ヵ
所
の
公
共
施
設

に
設
置
し
た
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
や
、
か
み
い
し
づ
緑
の
村
公

園
「
奥
養
老
」
に
設
置
す
る
ペ

レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
で
利
用
を
進

め
て
い
る
が
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト

の
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
に
、

今
後
、
間
伐
材
等
の
未
利
用
材

を
搬
出
す
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

産
業
界
に
お
い
て
は
、
大
垣

市
産
業
活
性
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
改
定
に
向
け
た
企
業

ニ
ー
ズ
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
へ
の
対
応
が
課

題
と
な
る
一
方
、
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
環
境
を
挙
げ

る
意
見
が
多
く
聞
か
れ
た
こ
と

か
ら
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

新
た
な
重
点
項
目
と
し
て
、
企

業
の
環
境
対
応
へ
の
支
援
を
位

置
づ
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
民
間
企
業
、
関
係

者
に
よ
る
研
究
会
を
立
ち
上

げ
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て

Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
取
り
組
む
企
業

へ
の
支
援
や
、
新
し
い
産
業
の

育
成
に
つ
い
て
積
極
的
に
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
太
陽
光
、
水
力
、

風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
可
能
性

に
つ
い
て
調
査
研
究
し
、
市
域

全
体
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

  
質
問　

青
墓
地
区
セ
ン
タ
ー
の

建
設
用
地
は
、
地
区
全
住
民
の

意
見
を
反
映
し
て
い
な
い
。
荒
尾

地
区
に
近
く
、
校
下
の
東
端
に

土
地
開
発
公
社
が
所
有
す
る
地

価
の
高
い
市
街
化
区
域
よ
り
、

地
区
中
心
の
青
墓
小
学
校
東
に

隣
接
す
る
地
価
の
安
い
調
整
区

域
に
建
設
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
昼

飯
五
区
の
自
治
会
館
建
設
を
免

れ
る
た
め
の
疑
い
も
あ
り
、
住
民

投
票
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。 

答
弁　

青
墓
地
区
の
各
自
治
会

の
意
向
は
地
域
住
民
の
意
思
で

あ
り
、
青
墓
地
区
の
各
自
治
会

の
連
合
体
で
あ
る
青
墓
連
合
自

治
会
の
意
向
は
、
青
墓
地
区
全

体
の
住
民
の
意
思
が
集
約
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

青
墓
地
区
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

つ
い
て
は
、
青
墓
連
合
自
治
会
か

ら
要
望
さ
れ
た
県
道
赤
坂
垂
井

線
に
隣
接
す
る
昼
飯
町
字
西
町

田
地
内
に
建
設
を
計
画
し
て
い

木質ペレット青
墓
地
区
セ
ン
タ
ー
建
設

に
つ
い
て

た
が
、
取
得
で
き
な
い
結
果
に
な

り
、
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十

八
日
に
青
墓
地
区
自
治
会
長
十

三
名
全
員
の
連
名
で
、
昼
飯
町

字
東
町
田
地
内
で
建
設
要
望
書

が
提
出
さ
れ
、
建
設
に
向
け
実

施
設
計
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

現
在
、
青
墓
地
区
セ
ン
タ
ー

建
設
委
員
会
に
お
い
て
、
自
治

会
長
十
二
名
、
各
種
団
体
代
表

者
五
名
で
、
建
設
に
向
け
積
極

的
な
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

青
墓
地
区
セ
ン
タ
ー
建
設
に

つ
い
て
は
、
地
元
の
青
墓
連
合

自
治
会
が
要
望
さ
れ
て
い
る
昼

飯
町
字
東
町
田
地
内
に
お
い
て

建
設
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

③

◆本会議・委員会の会議録が
　ご覧いただけます。
本紙に掲載された質問・答弁等の詳しい内容に
ついては、図書館、市政情報コーナー、議会事
務局などで、会議録をご覧になるか、市議会
ホームページでもご覧いただけます。
（発行・掲載予定２月下旬）
ホームページは　 大垣市議会 検索

◎ぎふ清流国体（第６７回国民体育大会）
　平成２４年９月２９日～１０月９日
 　水球・サッカー・軟式野球・フェンシング

柔道・ソフトボール・ビリヤード（デモ）

◎ぎふ清流大会
　（第１２回全国障害者
　　　　スポーツ大会）
　平成２４年１０月１３日～１０月１５日
 　卓球
 サッカー

競技種目
（大垣開催）

競技種目
（大垣開催）

サッカー
（浅中公園
総合グラウ
ンド・南公
園運動場・
赤坂スポー
ツ公園）



大垣市議会だより２０１０年２月１５日 第４２号

市税
２８，７１２，８８９
４９．６％収入済額

（５７，９１５，６９３千円）
人口１人当たり
３６４，３２８円 自主財源

３７，９５９，４８６
６５．５％

依存財源
１９，９５６，２０７
３４．５％

グラフで見る平成２０年度・大垣市一般会計決算状況

支出済額
（５３，７８４，３３２千円）

人口１人当たり
３３８，３３９円

民生費
１４，７３８，７５０
２７．４％

土木費
８，２１３，７９０
１５．３％

公債費
６，０８８，７８１
１１．３％

総務費
６，５３８，９１９
１２．１％

教育費
８，１３４，２３３
１５．１％

衛生費
３，６００，１１９
６．７％

消防費
１，８０６，０８９
３．４％

商工費
２，７２９，１５８
５．１％

農林水産業費
８６２，１７４
１．６％

その他　１，０７２，３１９　２．０％
議会費　３７１，７０５　０．７％
諸支出金　３３２，２９５　０．６％
労働費　２００，１９２　０．４％
災害復旧費　１６８，１２７　０．３％

歳出 （単位：千円） （単位：千円）歳入

国庫支出金
６，６４０，４０５
１１.５％

諸収入
４，１３４，２１２
７．１％

市債
５，３５３，３００
９．２％

分担金及び負担金
１，１００，３４３　１．９％

使用料及び手数料
１，０９３，１５５　１．９％

その他　９２９，４９１　１．７％
自動車取得税交付金
　　　３５１，８７４　０．６％
地方特例交付金
　　　３２５，４６９　０．６％
利子割交付金
　　　１１８，９５４　０．２％
配当割交付金
　　　４１，３１２　０．１％
ゴルフ場利用税交付金
　　　３９，７０６　０．１％
交通安全対策特別交付金
　　　３４，５４３　０．１％
株式等譲渡所得割交付金
　　　１７，６３３　０．０％

繰越金
２，０５２，４１９　３．５％

寄付金
１１５，１２３　０．２％

地方消費税交付金
１，５５１，００６　２．７％

地方譲与税
７１３，６１９　１．２％

県支出金
２，６６９，７２２　４．６％

地方交付税
２，０９８，６６４　３．６％

財産収入
１０５，８３０　０．２％

繰入金
６４５，５１５　１．１％

④

※団体で傍聴を希望される方は、事前に
　議会事務局へご連絡ください。

（議会事務局／電話８１－４１１１ 内線７３４）

傍聴する前に傍
聴人受付簿に住
所、氏名、年齢を
記入ください。

・傍聴される方は、直接市庁舎４階の

傍聴席へお越しください。

・傍聴席は、７５席（うち、車いす席４席）

～傍聴者に守っていただくこと～
○議場内の言論に拍手等で可否表明をしない。

○はち巻き、腕章、帽子等を着用しない。

○飲食や喫煙をしない。

○議長の許可なく写真撮影や録音をしない。

○議会の妨害をしない。

○携帯電話の電源は入れない。

あなたも本会議を
傍聴してみませんか。

城下町おおがき新春マラソン
－１月３日（日）

ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププ

成人式
－１月１１日（月・祝日）

意見書
　第４回定例会で可決された意見書は次のとおりです。
　意見書は、国会をはじめ、内閣総理大臣及び関係各大臣に送付し、実現を要望しました。

地域のくらしを守るための国の予算執行及び予算編成を求める意見書

　平成２１年度補正予算が一部執行停止されたことによ
り、地方においては各議会が予算の減額補正を迫られ
るなど、国民生活に多大な影響を及ぼしている。
　我が国の景気は、失業率が高水準にあるなど依然と
して厳しい状況にあり、先行き不安を解消する見通し
は立っていない。とりわけ年末・年度末にかけて大き
な正念場を迎える地域経済にとっては、家計への支援
により個人消費を拡大するとともに、中小企業支援や
雇用対策を切れ目なく実行していくことが極めて重要
である。
　政府は、今後の予算執行及び予算編成において、地
域経済に十分配慮するとともに、「地域のくらしを守
る」との視点に立って、特に以下の点に十分留意する
よう強く要望する。

１．平成２１年度補正予算において、地域経済に影響を
及ぼす事業について執行停止をやめること。
２．地域活性化・公共投資臨時交付金の一部執行停止
については、地域経済に与える影響が重大なことか
ら、それにかわる新たな措置を講ずること。
３．地域医療再生臨時特例交付金の一部執行停止につ
いては、地域住民に対する医療サービスの低下が懸
念されることから、それにかわる新たな措置を講ず
ること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出
する。

平成２１年１２月１５日　大垣市議会

緊急経済対策の早期実施を求める意見書

　地方では、各議会において９月議会までに平成２１年
度第１次補正予算による経済対策の執行を前提とした
補正予算を編成し、国からの交付・執行に備えていた。
　ところが、政府が平成２１年度補正予算から約３兆円
の執行停止を決定したことにより、地方議会では予算
の減額補正を迫られ、その影響が直接・間接的に国民
生活に及ぶことは、もはや避けられない状況にある。
　来年４月までの間、平成２１年度第１次補正予算の執
行停止によって生じる約半年間の経済対策の空白を避
けるためにも、早急に平成２１年度第２次補正予算を編
成し、緊急経済対策を早期に実行するよう強く要請す
る。

１．雇用調整助成金制度を維持するための予算確保、
訓練・生活支援給付の恒久化とともに、特に厳しい
状況に見舞われている非正規労働者向けの対策、就
職先が決まっていない来春の高校、大学の新卒者対
策を行うこと。
２．エコポイント制度について、手続の簡略化や対象
品目の拡大などを検討すること。
３．学校施設への太陽光パネルの設置を初めとしたエ
コ改修や耐震化、バリアフリー化など、社会資本ス
トックの保全事業の前倒し実施すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出
する。

平成２１年１２月１５日　大垣市議会
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※平成２１年３月３１日の住民基本台帳人口１５８，９６６人


